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アニ オン界 ぶ5･活 性剤 の可溶化祚 用に及ir-i  に ﾄﾞ`ロ キ-y フ'ロピ)レセ･レロ ース

の効 果

広 島 丈漱 膏　 岩 家芳男　o 坪＃i 子　 岡軒 瑞穂

曰的　 油性汚 沁ヽの洗浄通程に沁 一乙 界面活桂 の肩  る可溶祁作 剔丿湿潤，乳化,   分

散啓用なV 沌V  もに重參であるギ， 一方,    z 。祚 用は光則朗 こ戻存する種々の添加妁によ

り影響々れる。 本研 兜ﾏづ,   M.可溶化物質L しマ，^'i 船容易灯油溶征梁聊 を用ヽヽ，あ祓

？;ﾚｺ づﾚ 系ずニオソ界面右孤剤・可溶ル 作用に及ぼすとﾄﾞ`ロキソプ口 幻ﾚ 七ルロース

出PC) のtil果を，砂C の違度，令子* ，可溶北温度尊,  種々な面やら肴討 し.  -r らに各種

峯媒中における疵刺 の吸取 スペクトJレヤら, 可溶化 のメカニズムについ-? 七考察しfﾆ。

方法　南級-7 )ﾚｺ-  ;ﾚ糸マニオソ界面か味剤ｋしマ，締製カレ柚ﾚ 琉酸十トリウム,キ鐘
類(  マ･レわﾚ 基ダ炭素赦/2，/4，/ぶ，/^。もダ))を，再侍窄防止利k しマ，介子量の異な
ろ碍CA 種類を，ビIﾚﾀ-  V しマ琉酸ナド ノウムを，油寥伍疵斜k しマ,   Otl YM ，^OB(ci.
Sみmlt U 。6  ),．Or

品 を 用 い な 。 可

卵(C.I.  Sd．d O, や2 ）あ･Jr び ＆ ムn  W  (C.I. S，iv≪*t 尺U  24 )   の 再 結 晶 精 観

の測 定 は ， 葬 ピ ラ機 を 用 ，-? 可 奪 化 平 衡 に 列 達 ブ せ 仏 後 ， 不 溶 解 の

疵料 を夕%^｣し, 夕痕'<(.？ ＼レコ-  ;ﾚで一定割か に希釈 し -?, 比色定量Li-.

結幕　 昨C  ,)黍加■・ 増 大k  k  t  (=,   ま 七 早 面活性剤 の皮化 水素詞藻 ￥-S くなるVV

i に. て 溶化 能( 喋^jり は増 大 し，可溶化 開始 虜度 は小k  が 。ic. HPC の瀋無 に^ヽ4ヽ わ ら

イ, 温度 の上昇k  t  もに可溶北 能 は^ 大 し,   可 黍北 開始 濃度 は 丈k  だった。 疵料 の種面 に

より可溶北■14  変化I  tc ^<,   府C ・ 冷 子■ の効果は小 て吻 っU.  -ざらI-, 極大 吸収浹濠 の

井 果や4, 可溶 化 のメ7J ::-ス: ムはOc/ 釧 。。OB  k Oil  ∂ゆ^i. SS まをii  ＆臨m.W て■＼i.  々 や

薦な･るこk  が糸凌グ れ 仁。


